
子牛価格の急落に伴う臨時・緊急の支援を

12月まで継続し、和子牛生産者への支援を拡充します！

支援①【運用見直し】

経営改善に取り組む肉用子牛生産者に対し、

価格急落時に交付する奨励金について、黒毛和種の発動の判断を、

全国の平均価格からブロック別（北海道、東北、本州以西・四国、

九州・沖縄）の平均価格に見直します。

★ 肉用子牛生産者補給金制度に登録済で、

令和４年９月～12月に販売された子牛が対象です。

品種区分
発動基準A
（1万円/頭）

発動基準B
（3万円/頭）

黒毛和種 60万円 57万円

褐毛和種 55万円 53万円

その他の肉専用種 35万円 34万円

乳用種 18万円 17万円

交雑種 30万円 29万円

（自家保留・本人取りした子牛は対象になりません。）

★ 以下の８つの取組のうち、３つ以上に取り組んでください。

＜品種区分毎の発動基準＞

裏面へ ☞

～和子牛生産者の皆様へ～

＜対象となる子牛＞

○経営分析 ○子牛の疾病の防止 ○飼料効率の改善 ○駆虫・防虫対策

○寒冷対策 ○暑熱対策 ○牛体管理の徹底 ○添加物による栄養補助

＜経営改善の取組＞

優良肉用子牛生産推進緊急対策事業【拡充】

※ 褐毛和種、その他の肉専用種、乳用種、交雑種は、全国の平均価格で
発動を判断



＜お問い合わせ先＞

一般社団法人広島県畜産協会（０８２－９６２－１８７２）

お近くの農業協同組合

支援②【拡充】

和子牛の生産地強化につながる前向きな取組を行う生産者に対して、

支援①の奨励金が発動する際に、１万円/頭を加算して交付します。

★ 奨励金の加算に当たって広島県畜産協会が作成する「広島県和子牛産地

強化計画」を踏まえ、推奨される種雄牛精液の活用や、その結果、雌子牛が

生産された場合は母牛として保留し、産地の繁殖雌牛群の能力向上に

努めていただくようお願いします。

＜対象となる和子牛の品種＞

○発情発見機・分娩監視装置の活用（機器の購入、リース）

○早期出荷に向けた地域内一貫生産（地域内一貫生産グループへの参画）

○一年一産に向けた高度な栄養管理（代謝プロファイルの実施）

○疾病防止のための適切なワクチン接種（母牛及び子牛のワクチン接種）

○哺乳期の栄養状態を強化する人工哺乳（代用乳の活用）

○遺伝的多様性に配慮した交配（近交係数を考慮した人工授精）

○高度な飼養衛生管理の実践（GAPや農場段階でのHACCPの実施等）

黒毛和種、褐毛和種、無角和種及び日本短角種

＜和子牛の産地強化につながる前向きな取組＞

★ 以下のうち、１つ以上に取り組んでください。

※ 広島県畜産協会が定める取組実績報告書及び上記
取組を実施したことを証する書類の提出が必要です。


